
加東市消防操法大会　

　6月13日（日）に第4回加東市消防
操法大会が社庁舎前駐車場において
開催され、25分団が競い合いました。
小型ポンプの部では新定分団、ポンプ
自動車の部では社分団がそれぞれ優
勝され、7月11日（日）の北播磨地区消
防操法大会に参加されました。

6月定例会6月定例会
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5月臨時会・6月定例会

低水位型排水ポンプパッケージ低水位型排水ポンプパッケージ

発電機発電機

トラックトラック

平成22年度  加東市国民健康保険税率及び限度額

所 得 割 額

資 産 割 額

均 等 割 額

世 帯 別
平 等 割 額

賦課限度額

5.57%

7.70%

23,000円

18,200円

9,100円

470,000円

6.20%

7.70%

25,000円

19,800円

9,900円

500,000円

改正前 改正後

2.48%

2.90%

8,800円

7,000円

3,500円

120,000円

2.40%

2.70%

8,300円

6,600円

3,300円

130,000円

改正前 改正後

1.92%

2.90%

9,400円

5,300円

        

100,000円

1.92%

2.90%

9,400円

　

5,300円

     

100,000円

改正前 改正後

基礎課税額分
（医療費給付費分）

後 期 高 齢 者
支援金等課税額分

介護納付金
課 税 額 分

※ 特定世帯＝後期高齢者医療制度の適用により、国民健康保険の被保険者が
 　後期高齢者に移行し、被保険者が1人となる世帯�

特定世帯以外の世帯

特定世帯

 
条
例
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例

◇
国
民
健
康
保
険
制
度
の
運
営

の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
被
保

険
者
の
急
激
な
負
担
増
と
な
ら

な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
税
率
の

改
正
、
お
よ
び
賦
課
限
度
額
の

引
き
上
げ
を
行
う
。（
表
参
照
）

◇
非
自
発
的
失
業
者
（
倒
産
・

解
雇
等
）
の
保
険
税
の
減
免
に

か
か
る
特
例
措
置
の
新
設
。

　
　
平
成
２２
年
度
か
ら
資
産
割

を
な
く
す
の
で
は
な
か
っ
た
の

か
。

　
　
資
産
割
を
な
く
す
方
向
性

は
も
っ
て
い
る
が
現
在
国
保
の

基
金
も
な
く
な
っ
て
お
り
、
今

の
経
済
情
勢
の
中
で
は
所
得
割

に
大
き
な
負
担
増
と
な
る
こ
と

か
ら
、
資
産
割
の
税
率
を
据
え

置
い
て
の
改
正
を
し
た
。
国
保

運
営
協
議
会
で
の
承
認
も
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
　
国
保
税
の
徴
収
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成

２０
年
度
の
徴
収
率
は

９０
・

１８
％
、
平
成

２１
年
度
は

９１

・
０５
％
の
見
込
み
で
あ
る
。

厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

（
↓
Ｐ
６
）

反
対
討
論

　
平
成

２２
年
度
よ
り
資
産
割
を

廃
止
す
る
と
し
て
い
た
が
守
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
徴
収
率
が

低
く
滞
納
者
の
保
険
料
を
善
良

な
被
保
険
者
が
負
担
し
て
い
る

状
況
は
納
得
で
き
な
い
。
滞
納

者
対
策
に
積
極
性
が
見
え
ず
反

対
す
る
。

賛
成
討
論

　
現
在
の
経
済
情
勢
の
中
、
資

産
割
を
廃
止
す
れ
ば
中
間
所
得

層
の
負
担
が
急
増
す
る
こ
と
か

ら
税
率
改
正
は
妥
当
で
あ
る
。

非
自
発
的
失
業
者
の
対
応
も
含

ま
れ
て
お
り
賛
成
す
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

税
条
例

◇
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
改
正
。

◇
平
成

２２
年

１０
月
１
日
よ
り
た

ば
こ
税
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例◇
母
子
家
庭
の
母
等
（
父
子
家

庭
も
同
じ
）
が
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
も
福

祉
医
療
費
助
成
の
対
象
と
す
る
。

◇
高
学
年
児
ま
た
は
中
学
生
で

あ
る
重
度
障
害
者
等
が
入
院
し

た
場
合
に
限
り
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
も
償
還
払
い
が
で
き
る
。

厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

（
↓
Ｐ
７
）

全
会
一
致
で
可
決

　
契

約

排
水
ポ
ン
プ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
購

入
の
件

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
の
大
型

化
に
よ
る
洪
水
等
の
浸
水
被
害

の
軽
減
、
早
期
復
旧
作
業
等
に

活
用
す
る
た
め
、
排
水
ポ
ン
プ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（

１０
　
／
ｍ
ｉ
ｎ

級
）
及
び
超
低
音
仕
様
発
動
発

電
機
を
各
２
台
購
入
す
る
。

制
限
付
一
般
競
争
入
札

　
３
社
参
加

契
約
金
額

　
３
２
５
５
万
円

契
約
の
相
手
方

　（
株
）第
一
テ
ク
ノ 

兵
庫
営
業
所

　
　
予
算
提
案
時
に
は
積
載
す

る
２
ｔ
車
も
購
入
す
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
。

　
　
今
回
は
ポ
ン
プ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
契
約
で
あ
り
受
注
生
産
で

６
ヶ
月
程
度
か
か
る
。
そ
の
成

果
品
の
形
状
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク

を
購
入
す
る
。全

会
一
致
で
可
決

２加東市 議会だより Ｎｏ.１４

　
第
２８
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
２２
日
ま
で
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
会
し
た
。

冒
頭
に
新
し
く
就
任
さ
れ
た
藤
本
謙
造
教
育
長
の
挨
拶
が
あ
り
所
信
を
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
市
長
よ
り
、
報
告
６
件
と
と
も
に
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
契
約
４
件
が
提
案
さ
れ
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。
ま
た
市
民
よ
り
の
請
願
１
件
を
可
決
し
た
。

１１
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
１６
名
の
議
員
が
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

m３



小型動力ポンプ付積載車

S T B

　５月１７日、第２７回臨時会が開会され冒頭に新
しく就任された安田正義市長の所信表明が示された。
続いて専決処分の承認３件、人事案件９件が提案され、
いずれも原案のとおり承認、同意した。
　兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙では、
安田正義市長を選任した。

　選　挙

兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員
　当選人（指名推薦）
　　　安 田 正 義 市長

　人 事 案 件

副市長の選任に同意
　山 田 義 人 氏（下滝野）

監査委員の選任に同意
　西 村 勝 彦 氏（上滝野）

公平委員会委員の選任に同意
　森 岡 茂 和 氏（河　高）

教育委員会委員の任命に同意
　大 島 巧 男 氏（河　高）
　藤 本 謙 造 氏（多井田）
　大槻ゆかり氏（ 畑 ）

人権擁護委員の推薦に同意
　深 田 壽 嗣 氏（高　岡）
　藤 原 利 和 氏（天　神）
　山 口 廣 子 氏（東　実）

※
特
産
館
、コ
ン
ビ
ニ
は

レ
ジ
回
数
、レ
ス
ト
ラ
ン

は
実
客
数

＊滝野文化会館は、改修のため平成２２年１月から６月まで休館

　
契

約

機
械
器
具
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
等
購
入

の
件

　
社
地
域
、
滝
野
地
域
に
導
入

す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
Ｓ
Ｔ

Ｂ
３
４
０
０
台
の
購
入
、
Ｃ
｜

Ｃ
Ａ
Ｓ
カ
ー
ド
３
４
０
０
枚
及

び
交
換
に
必
要
な
作
業
。

随
意
契
約

契
約
金
額

　
１
億
４
１
３
７
万
２
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
ジ
ャ
パ
ン（
株
）　
関
西
社

全
会
一
致
で
可
決

高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
の
件

　
平
成

１０
年
購
入
（
走
行
距
離

１２
万
㎞
）
の
救
急
自
動
車
の
老

朽
化
に
伴
う
更
新
。

制
限
付
一
般
競
争
入
札

　
２
社
参
加

契
約
金
額

　
１
９
９
５
万
円

契
約
の
相
手
方

　
兵
庫
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）　

　
　
　
　
　
　
　
特
販
営
業
所

全
会
一
致
で
可
決

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購

入
の
件

　
１７
年
以
上
経
過
し
た
消
防
団

車
両
５
台
（
馬
瀬
、
平
木
、
多

井
田
、
黒
谷
、
西
戸
の
各
分
団
）

を
更
新
す
る
。

制
限
付
一
般
競
争
入
札

　
８
社
参
加

契
約
金
額

　
２
１
６
０
万
９
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方

　（
有
）
岡
本
ポ
ン
プ

全
会
一
致
で
可
決

　
請

願

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め

る
請
願

厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

（
↓
Ｐ
７
）

賛
成
多
数
で
可
決

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.１４

平成２１年度 水道事業会計予算繰越計算書
　浄水池工事の追加や新規開発地に対する開発
　許可の遅延による繰越

（産業建設常任委員会に関連記事→Ｐ５）

平成２１年度 財団法人加東文化振興財団の経営状況
　文化振興事業、日本木管コンクール、県民文
　化普及事業等を実施

平成２１年度 ( 株 ) 夢街人とうじょうの経営状況
　九周年謝恩祭、すいか祭り、秋のみのり感謝
　祭や毎月の感謝デーを開催。
　当期純利益として、１,６２６,８０４円を計上する。
■施設の利用状況■ 

施 　 設 　 名 利用者数（人）

特　産　館

レストラン

コ ン ビ ニ

合　　　計

65,761

57,356�

184,103�

307,220

（  68,952）

（  61,305）

（199,180）

（329,437）
（前年比 93.3％)

（　）は昨年度値

■施設の利用状況■ 

施　設　名

やしろ国際学習塾
滝野文化会館（＊）
東 条 文 化 会 館

使用日数（回） 利用者数（人）

657（664）
284（574）
556（534）

30,662（28,978）
17,233（29,201）
19,263（20,349）

（　）は昨年度値

 報　告

＝主なもの＝



委 員 会 報 告

①  秋津浄水場　機械・電気更新工事について
　　　予算金額＝１１３，４００千円

②  集中監視局整備工事について
　　　予算金額＝  ８４，０００千円

③  老朽管布設替工事（西古瀬地区）について
　　　予算金額＝  ８４，０００千円
　　　　委託費＝　５，２５０千円

④  天神東・掎鹿谷土地区画整理地内の汚水　  
　  管布設工事について
　　　予算金額＝  ９４，５００千円

種　別 布設延長
4.1㎞
0.1㎞

361.8㎞
7.9㎞
0.6㎞

14.6㎞
27.3㎞

416.4㎞

内老朽管

35.9㎞
2.7㎞

  
5.2㎞

  
43.8㎞計

地震動レベル
レベル1
レベル2

耐震管
  (レベル2)

ビニール管

鋼　管

想 定 地 震

管 種 別 延 長
〔平成21年度末　加東市水道配管の現況〕

南 海 地 震（震度5弱）
山 崎 断 層 地 震（震度6強）

　 細 別 　
ダクタイル鋳鉄管(耐震管)
ポリエチレン管(複合管)
ダクタイル鋳鉄管
　 鋼 管 　
ス テ ン レ ス 管
硬質塩化ビニール管
耐衝撃硬質塩化ビニール管

　平成２２年度　平成２２年度　平成２２年度

上下水道事業の主な内容上下水道事業の主な内容上下水道事業の主な内容

４加東市 議会だより Ｎｏ.１４

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

　
５
月

１０
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

平
成
２２
年
度
上
下
水
道
事
業
に

つ
い
て

①
秋
津
浄
水
場
　
機
械
・
電
気

更
新
工
事
。

②
集
中
監
視
局
整
備
工
事
。

③
老
朽
管
布
設
替
工
事
。

　（
西
古
瀬
地
区
）

④
天
神
東
・
掎
鹿
谷
土
地
区
画

整
理
地
内
の
汚
水
管
布
設
工
事
。

⑤
平
成

２１
年
度
末
、
加
東
市
水

道
配
管
の
現
況
と
平
成

２２
年
度

上
下
水
道
事
業
。

　
以
上
の
５
点
に
つ
い
て
資
料

説
明
を
受
け
る
。

　
　
加
東
市
と
し
て
は
何
ト
ン

程
度
の
水
利
権
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
合
計
で
一
日
平
均
８
６
３

０
ト
ン
で
あ
る
。

　
　
現
在
加
東
市
と
し
て
ど
の

程
度
の
水
量
を
使
用
し
て
い
る

か
。

　
　
平
成

２１
年
度
は
、
県
水
を

含
め
一
日
平
均
１
６
５
９
７
ト

ン
で
あ
る
。

　
　
中
新
池
（
山
国
）
の
借
地

料
が
高
額
で
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
後
の
交
渉
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
所
有
者
（
山
国
地
区
）
と

の
再
交
渉
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
　
県
水
の
割
合
が
高
い
こ
と

に
よ
り
水
道
料
金
が
高
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
自
己
水
源
だ
け
で
は
賄
え

な
い
た
め
県
水
を
受
水
し
て
い

る
が
、
料
金
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
。

　
　
県
水
の
契
約
更
新
は
い
つ

か
。

　
　
３
年
ご
と
に
見
直
し
て
い

る
。
平
成

２０
年
度
に
見
直
し
を

行
い
、
年
間
７
０
０
万
円
程
度

下
が
っ
た
。

次
回
は
、
平
成

２３
年
度
に
行
う
。

　
６
月
７
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

　上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

◇
新
定
地
区
と
の
そ
の
後
の
交

渉
経
緯
に
つ
い
て
。

　
　
今
後
、
何
ら
か
の
方
法
を

考
え
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
新
た
な
事
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　
新
た
に
他
の
処
理
施
設
を

接
続
す
る
場
合
、
地
元
の
同
意

は
必
要
か
。
ま
た
、
債
務
負
担

行
為
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
の

か
。

　
　
新
た
な
迷
惑
が
無
け
れ
ば

補
償
は
発
生
し
な
い
。
今
後
は
、

現
行
の
協
定
に
理
解
を
求
め
、

新
た
な
協
議
を
行
っ
て
い
く
。
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◇
せ
せ
ら
ぎ
東
条
へ
接
続
す
る

為
の
貞
守
地
区
内
の
汚
水
管
布

設
に
つ
い
て
。

　
　
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
施
設
の
接
続
に
つ
い
て
新

定
地
区
と
の
交
渉
が
整
え
ば
発

注
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
口
径
は
い
く
ら
か
。

　
　

７５
ｍ／ｍ
か
１
０
０
ｍ／ｍ
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
ポ
ン
プ
場
の
改
修
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
せ
せ
ら
ぎ
東

条
に
関
連
す
る
が
、
地
元
と
の

協
議
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。

◇
加
東
市
公
共
下
水
道
事
業
の

再
評
価
に
つ
い
て
。

　
　
再
評
価
の
対
象
に
、
社
地

域
、
滝
野
地
域
の
雨
水
事
業
は

入
っ
て
い
る
か
。

　
　
事
業
は
完
成
し
て
い
る
た

め
、
評
価
対
象
に
は
入
ら
な
い
。

　
　
再
評
価
に
お
け
る
計
画
人

口
の
見
込
み
は
。

　
　
東
条
地
域
の
８
５
０
０
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

◇
永
福
台
地
区
内
水
道
事
業
の

裁
判
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

◇
報
告
第
３
号
　
平
成

２１
年
度

加
東
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　
　
南
山
山
麓
線
配
水
管
布
設

工
事
の
予
算
計
上
時
は
、
ル
ー

プ
化
の
計
画
と
し
て
①
↓
③
ま

で
と
し
て
い
た
が
、
な
ぜ
①
↓

②
へ
変
更
し
た
の
か
。

　
　
報
告
が
遅
れ
た
こ
と
を
お

詫
び
す
る
。
今
後
は
、
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
。

　
　
下
水
工
事
は
ど
う
な
る
の

か
。

　
　
開
発
業
者
の
方
で
対
処
し

て
い
た
だ
く
。

　
現
地
調
査

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
上
福
田
開
拓
地
区
）
に
つ
い

て
６
月
７
日
に
現
地
調
査
を
行

っ
た
。

　
牧
野
、
下
三
草
、
木
梨
、
稲

尾
、
多
井
田
、
北
野
の
６
地
区

１
２
６
名
の
農
家
が
参
加
し
、

平
成

１９
年
度
か
ら
５
ヶ
年
計
画

で
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
事
業
費
は
７
億
４
５
５
０
万

円
（
負
担
割
合
は
国

５０
％
、
県

２７
・
５
％
、
市

１０
％
、
農
家

１２

・
５
％
）
事
業
の
進
捗
率
は

７１

・
７
％
（
平
成

２２
年
度
末
見
込
）

で
あ
る
。

５ 加東市 議会だより Ｎｏ.１４

庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

　
４
月

１４
日
に
委
員
会
を
開
催

し
所
管
調
査
を
行
い
、
中
間
報

告
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
議

長
に
報
告
し
た
。
ま
た
、
６
月

２２
日
の
議
員
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
経
過
報
告
を
行
っ
た
。

庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会

中
間
報
告

　
平
成

２１
年
６
月
定
例
会
に
お

い
て
、
庁
舎
整
備
等
検
討
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
新
庁
舎

に
か
か
わ
る
調
査
・
研
究
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
、
委
員

１０

名
に
よ
り
、
候
補
地
の
現
地
調

査
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
合
計
７
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、
慎
重
に
審
議
し
て
き
た
。

　
委
員
会
の
意
見
と
し
て
は
、

庁
舎
を
統
合
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
全
委
員
が
賛
成
で
あ
る
が
、

庁
舎
の
新
築
や
社
庁
舎
の
増
築
、

ま
た
、
建
設
時
期
や
建
設
場
所

等
に
つ
い
て
種
々
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
が
委
員
の
意
見
一
致
は

み
ら
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成

２２
年

度
当
初
予
算
に
基
本
計
画
策
定

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

本
委
員
会
と
し
て
の
方
向
付
け

を
検
討
し
て
い
る
な
か
、
庁
舎

は
新
築
す
る
こ
と
と
し
、
場
所

に
つ
い
て
は
無
償
譲
渡
を
受
け

る
県
有
地
と
す
る
こ
と
の
意
見

が
多
い
が
、
さ
ら
に
慎
重
審
議

す
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　
な
お
、
各
庁
舎
の
窓
口
業
務

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
継
続
調
査
と
す
る
と
と
も

に
、
社
庁
舎
、
滝
野
庁
舎
、
東

条
庁
舎
並
び
に
各
庁
舎
周
辺
の

公
共
施
設
の
有
効
利
用
に
つ
い

て
も
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
、
中
間
報
告
と
す
る
。
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４
月

１５
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
保

育
所
の
現
状
や
子
育
て
支
援
の

諸
施
策
、
各
福
祉
医
療
制
度
の

内
容
等
に
つ
い
て
担
当
部
署
よ

り
説
明
を
受
け
た
。

　
所
管
事
務
調
査

◆
保
育
所
の
現
状
の
件

　
市
内
に
は
、
４
つ
の
公
立
保

育
園
と
私
立
保
育
園
が

１２
園
あ

る
。
総
定
員
数
は
、
１
１
０
０

名
と
な
っ
て
い
る
が
、
４
月
１

日
現
在
の
園
児
数
は
１
０
５
１

名
で
あ
る
。
そ
の
内
、
市
外
か

ら
の
受
け
入
れ
人
数
は

６５
名
で

市
外
へ
の
委
託
園
児
数
は
、

８８

名
と
な
っ
て
い
る
。
保
育
士
数

は
、
１
６
４
名
で
あ
る
。（
園

長
と
調
理
員
を
除
く
）

　
平
成

２１
年
度
の
休
日
保
育
の

実
績
は
、
若
草
保
育
園
の
み
で
、

延
べ

６１
名
が
利
用
し
た
。
平
成

２２
年
度
は
、
緑
ケ
丘
保
育
園
が

休
日
保
育
を
実
施
す
る
。

　
　
休
日
保
育
や
夜
間
保
育
に

つ
い
て
の
取
組
み
は
。

　
　
休
日
保
育
は
１
園
が
行
っ

て
い
る
が
、
も
う
１
園
ほ
ど
増

や
し
た
い
。
夜
間
保
育
は
、
利

用
者
人
数
が
少
な
い
の
と
、
保

用
者
人
数
が
少
な
い
の
と
、
保

育
士
の
雇
用
条
件
等
を
考
え
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

　
　
保
育
料
滞
納
見
込
み
額
は
。

　
　
過
年
度
分
を
含
め
３
月
末

で
約
１
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

出
納
閉
鎖
ま
で
に
７
０
０
万
円

台
に
し
た
い
。

◆
子
ど
も
手
当
の
件

　
子
育
て
支
援
の
た
め
に
中
学

３
年
生
ま
で
月
額
１
３
０
０
０

円
を
支
給
す
る
。
所
得
制
限
は

設
け
て
い
な
い
。
市
内
の
対
象

者
数
は
、
５
３
３
４
名
（
公
務

員
を
除
く
）
で
予
算
額
は
、
約

６
億
９
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

５
月

１０
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば

６
月

１０
日
に
支
給
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
子
ど
も
手
当
支
給
時
に
保

育
料
等
滞
納
額
を
差
し
引
き
し

て
支
給
す
る
の
が
公
平
性
を
保

つ
方
策
と
考
え
る
が
、
市
独
自

策
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
国
の
指
針
は
、
支
給
の
主

旨
と
滞
納
の
部
分
と
は
、
性
質

的
に
違
う
も
の
で
あ
る
。

　
滞
納
者
に
は
、
納
付
を
促
す

たた
め
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
次
年
度
は
法
改
正
が
予
定
さ

れ
、
使
途
等
に
つ
い
て
も
市
で

決
定
で
き
る
と
聞
い
て
お
り
、

そ
の
後
に
対
応
し
た
い
。

◆
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
件

　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
市

内
９
つ
の
小
学
校
区
に
開
設
し

て
い
る
。
定
員
数
は
、
３
０
１

名
で
現
在
２
４
９
名
が
利
用
し
、

年
間
開
所
日
数
は
２
５
０
日
で

あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
統
括
指

導
員
１
名
、
有
資
格
者
の
指
導

員
１６
名
、
補
助
指
導
員
が

２４
名

と
な
っ
て
い
る
。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
件

　
平
成

１８
年
に
開
設
し
、
現
在

は
、
２
１
２
名
の
依
頼
会
員
や

協
力
会
員
が
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
や
塾
等
の
送
迎
な
ど
の
相

互
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

◆
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
の
件

　
障
害
児
の
下
校
後
の
活
動
場

所
確
保
、
生
活
指
導
、
保
護
者

の
就
労
支
援
を
目
的
と
し
て
い

る
。
小
野
、
北
は
り
ま
特
別
支

援
学
校
の
中
学
部

１０
名
と
高
等

部
１
名
が
利
用
し
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
は
指
導
員
５
名
、
准
指

導
員
５
名
、
補
助
員
３
名
で
あ

る
。

　
　
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
等
で

は
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
が

必
要
と
な
る
と
考
え
る
が
。

　
　
教
育
委
員
会
と
は
、
子
ど

も
発
達
支
援
連
絡
会
に
お
い
て
、

意
見
交
換
や
支
援
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

や
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
等

で
保
護
者
等
と
ト
ラ
ブ
ル
や
苦

情
は
な
い
か
。

　
　
建
設
的
な
ご
意
見
は
あ
っ

た
が
特
に
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
は

な
い
。

　
６
月
４
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
本
会
議
初
日
に
審
査
を
付

託
さ
れ
た
税
条
例
改
正
案
２
件

と
請
願
案
件
の
審
査
を
行
っ
た
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
現
状
や
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
現
状
に
つ
い
て
所

管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

　
付
託
議
案
審
査

◆
加
東
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　
加
東
市
国
民
健
康
保
険
制
度

の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
被
保

険
者
の
急
激
な
負
担
増
と
な
ら

な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
税
率
等

の
改
正
及
び
地
方
税
法
等
の
改

正
（
平
成

２２
年
法
律
第
４
号
）

の
施
行
に
よ
り
改
正
を
行
う
。

◇
主
な
改
正
理
由
と
内
容

①
被
保
険
者
の
低
所
得
化
に
よ

る
中
間
所
得
者
層
へ
の
急
激
な

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
賦
課

限
度
額
を
改
正
す
る
。

②
所
得
低
下
に
よ
り
所
得
割
額

を
前
年
度
と
同
税
率
と
し
た
場

合
、
約
４
５
０
０
万
円
の
減
収

と
な
る
。
前
年
度
と
同
額
程
度

の
保
険
税
額
と
す
る
た
め
税
率

等
を
改
正
す
る
。

③
非
自
発
的
失
業
者
（
倒
産
・

解
雇
等
）
へ
の
保
険
税
軽
減
策

と
し
て
保
険
税
算
定
基
準
の
前

年
度
所
得
を

３０
／
１
０
０
と
し

６加東市 議会だより Ｎｏ.１４
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】
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答
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市 内 の 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

て
計
算
す
る
よ
う
改
正
す
る
。

　
　
延
期
と
な
っ
た
資
産
割
廃

止
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
廃
止

年
度
を
定
め
て
市
民
に
説
明
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
資
産
割
を
廃
止
す
る
と
所

得
割
に
大
き
く
添
加
す
る
こ
と

に
な
る
。
基
本
的
に
は
、
廃
止

す
る
方
針
だ
が
、
現
在
の
社
会

情
勢
か
ら
す
る
と
目
途
は
立
っ

て
い
な
い
。
相
互
扶
助
の
精
神

で
市
民
の
理
解
を
得
た
い
。

　
　
収
納
率
の
向
上
対
策
は
ど

う
か
。

　
　
税
務
課
と
の
連
携
や
、
県

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
指

導
を
受
け
て
徴
収
体
制
を
充
実

し
た
い
。
資
格
証
明
書
の
発
行

を
含
め
新
た
な
滞
納
者
を
出
さ

な
い
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
非
自
発
的
失
業
者
に
対
す

る
法
改
正
に
は
、
国
か
ら
の
補

助
金
等
は
あ
る
の
か
。

　
　
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
及

び
特
別
調
整
交
付
金
に
て
補
て

ん
さ
れ
る
。

◆
加
東
市
福
祉
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
主
な
改
正
理
由
と
内
容

　
母
子
家
庭
等
の
母
等
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の

場
合
、
福
祉
医
療
費
助
成
の
対

象
と
し
、
高
学
年
児
又
は
、
中

学
生
で
あ
る
重
度
障
害
者
等
が

入
院
し
た
場
合
の
一
部
負
担
金

も
支
給
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
。

　
市
内
に
は
、
対
象
者
や
こ
れ

ま
で
に
実
績
が
無
い
た
め
市
財

政
へ
の
影
響
は
な
い
。

　
請
願
審
査

◆
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
」
を
採

択
す
る
こ
と

◇
請
願
趣
旨

歯
や
口
腔
機
能
は
、
全
身
の
健

康
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
が
、
医
療
費
抑
制
に
よ
り

患
者
の
自
己
負
担
が
増
大
し
保

険
で
歯
科
診
療
が
受
け
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歯
科
医

療
従
事
者
の
就
労
環
境
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
保
険
の

き
く
範
囲
を
ひ
ろ
げ
て
欲
し
い
。

（
委
員
会
で
の
主
な
意
見
）

①
請
願
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る

が
競
争
力
で
負
け
る
医
師
ま
で

救
済
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

②
医
師
の
診
療
体
制
の
改
善
も

必
要
で
は
な
い
か
。

③
贅
沢
な
治
療
（
金
歯
等
）
ま

で
保
険
対
象
と
す
る
の
か
。

④
保
険
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す

る
こ
と
は
、
医
療
費
の
増
加
に

つ
な
が
り
保
険
税
の
増
税
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
所
管
事
務
調
査

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
現

状
の
件

　
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
、
３
施
設
あ
り
ベ
ッ
ド
数

は
１
５
４
床
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
民
の
利
用
率
は
約

６１
％
で

あ
り
、
平
成

２１
年
６
月
現
在
、

入
所
希
望
者
は
、
２
７
１
名
で

あ
る
。
そ
の
内
、
入
所
の
必
要

性
の
高
い
方
は
、

５４
名
で
在
宅

待
機
者
は
、

２４
名
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
入
所
待
機
者
に
対
す
る
対

応
は
。

　
　
増
床
等
の
整
備
は
、
県
の

承
認
が
必
要
で
あ
り
市
単
独
で

は
判
断
で
き
な
い
。
国
が
示
す

参
酌
標
準
を
大
き
く
逸
脱
し
な

い
中
で
の
条
件
で
県
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　
　
高
齢
化
が
進
む
中
で
国
の

参
酌
標
準
を
守
る
こ
と
は
介
護

の
切
り
捨
て
や
介
護
難
民
の
増

加
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

　
　
重
度
の
介
護
認
定
者
が
増

加
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
特
養

へ
の
入
所
を
待
つ
人
の
サ
ー
ビ

ス
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

特
養
入
所
の
件
は
平
行
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
採
算
上
の
関
係
で
民
間
の

事
業
者
の
参
入
が
難
し
い
小
規

模
多
機
能
型
介
護
施
設
の
増
設

に
対
す
る
対
応
は
。

　
　
事
業
者
の
取
り
組
み
に
よ

り
市
独
自
の
加
算
を
認
め
る
な

ど
、
国
も
運
営
状
況
に
即
し
た

対
応
が
取
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
民
間
事
業
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
か
け
て
い
く
。

◆
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基

づ
く
取
り
組
み
状
況
の
件

◇
経
営
の
効
率
化
へ
の
取
り
組

み①
病
院
職
員
へ
の
人
事
考
課
制

度
の
導
入
。（
専
門
職
除
く
）

②
近
隣
病
院
と
の
差
別
化
を
図

る
た
め
の
新
型
高
機
能
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
導
入
。

③
医
薬
品
購
入
業
者
集
約
化
等

に
よ
る
材
料
費
の
削
減
。

◇
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ

の
取
り
組
み

①
地
域
連
携
パ
ス
の
運
用
。

②
西
脇
市
民
病
院
と
の
医
師
等

の
相
互
応
援
体
制
の
実
施
。

◇
経
営
形
態
の
見
直
し
へ
の
取

り
組
み

①
現
行
経
営
形
態
の
改
善
を
当

面
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

②
平
成

２１
年
度
決
算
確
定
後
に

評
価
す
る
。

③
改
革
プ
ラ
ン
期
間
中
に
お
け

る
目
標
達
成
を
最
優
先
と
す
る
。

　
　
現
段
階
で
は
効
果
が
低
い

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
経
営

改
善
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　
収
益
は
医
師
の
人
数
に
係

る
部
分
が
大
き
い
。
今
後
も
医

師
確
保
に
努
め
る
。

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
係
る
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
病
院
連
携
、
病
診
連
携
を

さ
ら
に
進
め
る
。
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議会基本条例（案）

市民に開かれた議会 議会審議の充実・向上

・会議の原則公開
・議会報告会を開催し、市民への報告や
　意見交換を実施
・重要な議案に対する議員の態度の公表
・CATV、インターネット等を活用した
　広報活動の充実
・請願審査の際における請願者からの
　意見聴取

・政策提案能力の向上
・一問一答方式による
　わかりやすい運営
・自由な討議の尊重
・議決責任と説明責任
・議員の政治倫理の確立

開かれた議会を目指して
　住民フォーラムを開催します。

8月9日（月）　午後7時～
滝野図書館
山梨学院大学教授
江藤俊昭氏による基調講演、
市議会議員による議会基
本条例（案）の説明

日　時
場　所
内　容

8月7日（土）　午後7時～
東条福祉センター とどろき荘
市議会議員による議会基
本条例（案）の説明

①日時
　場所
　内容

8月21日（土）　午後7時～
社福祉センター レクリエーション室
市議会議員による議会基
本条例（案）の説明

②日時
　場所
　内容

 ※市議会議員による説明会も次のとおり
 　開催しますので、ぜひお越しください。

  問い合わせ
議会事務局(社庁舎)  � 43－0385

みなさまの多数のご参加を
　　　　　　　お待ちしています。

　
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
を
４
月
６
日
に

行
っ
た
。
そ
の
後
、
７
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
条
例
素
案
の

検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
６
月

１５
日
に
は
、
山

梨
学
院
大
学
の
江
藤
俊
昭
教
授

を
お
迎
え
し
、
条
例
素
案
へ
の

意
見
を
求
め
た
。

　
江
藤
教
授
か
ら
は
「
条
例
と

し
て
は
よ
く
で
き
て
い
る
。
こ

の
通
り
に
運
営
し
て
い
く
に
は
、

今
後
の
議
員
は
、
相
当
な
覚
悟

が
必
要
で
あ
る
。」「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
限
り
、

市
民
の
議
会
へ
の
目
線
は
相
当

厳
し
く
、
こ
こ
で
変
わ
ら
な
い

と
議
会
の
意
義
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
は
、
条
例
の
素
案
を
も

と
に
、
議
会
の
全
員
協
議
会
等

で
の
調
整
を
行
い
、
７
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
、
８
月
９
日
に

議
会
基
本
条
例
の
た
め
の
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
ご
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
条
例
案

の
確
定
作
業
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　
議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委

員
会
で
は
、
３
月
に
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
無
作
為
抽
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
２
０
０
０
名
に

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を
依
頼

し
、
９
４
０
通
の
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
議
会

基
本
条
例
の
策
定
に
あ
た
り
有

効
に
活
用
を
さ
せ
て
い
だ
だ
き

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
左
ペ
ー
ジ

に
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

自
由
記
述
欄
意
見

　
議
会
や
議
員
の
活
動
が
見
え

　
な
い

　
市
民
の
意
見
を
代
弁
す
る
機

　
関
と
い
い
な
が
ら
、
ど
れ
だ

　
け
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
て

　
き
た
の
か

　
選
挙
の
前
後
し
か
見
た
こ
と

　
が
な
い

　
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
市
長

　
部
局
と
な
れ
合
い
に
な
ら
ず
、

　
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い

　
市
長
部
局
と
協
力
し
て
加
東

　
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

　
て
ほ
し
い

議
員
定
数
、
報
酬
に
対
す
る
意

見　
議
員
定
数
や
報
酬
が
多
い

　
日
当
制
へ
変
更
す
べ
き

　
定
数
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り

　
市
民
の
意
見
が
届
か
な
く
な

　
る

　
兼
業
で
し
て
い
る
の
で
報
酬

　
は
減
額
す
べ
き

　
議
員
が
職
業
と
な
っ
て
い
る

　
の
は
い
け
な
い

　
そ
れ
な
り
の
報
酬
は
支
払
っ

　
て
も
、
専
業
で
し
っ
か
り
活

　
動
し
て
欲
し
い
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議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会
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問2 市議会に関心が
ありますか。

実施期間：平成22年3月10日～3月31日
● 調査方法：満20才以上の方で、住民基本台帳記載者及び外国人登録者
　　　　　の中から2000名を無作為抽出
● 回 答 数：940通 (回収率 47.0％)

①ある
②少しある
③ない

問3 「加東市議会だより」
を読んでいますか。

①どの記事も読む
②関心のあるものだけ読む
③ほとんど読まない
④まったく読まない
⑤知らない・見たことがない

問4 市議会の会議などを
見たことがありますか。

①議場で傍聴したことがある
②ケーブルテレビでよく見る
③ケーブルテレビで
　見たことがある
④見たことがない

問5 加東市議会ではインターネットで
会議録の公開を行っていますが。
知っていますか。

①見たことがある
②知っている
③知らない

問6 現在の市議会を
どのように評価
しますか。

①大いに評価する
②ある程度評価する
③あまり評価しない
④全く評価しない
⑤わからない

問7 あなたの意見や市民の
声が市議会に反映され
ていると思いますか。

①思う
②やや思う
③思わない
④わからない

問8 市民の皆さんの市政への
ご意見を反映するため、
陳情・請願といった制度が
ありますが、知っていますか。

①したことがある
②知っている
③知らない

問9 市議会の改革は
必要だと思いますか。

①思う
②やや思う
③わからない

問11 今年10月の改選時から
議員定数は18名となりますが、
定数についてどう思いますか。

①18名でよい
②多いと思う
③少ないと思う

問10 問9で①を選ばれた方にお尋ねします。
市議会が改革に取り組む課題は
何だと思いますか。（複数回答可）

①行政に対するチェック機能の強化
②行政に対する政策提言機能
③市民の声が反映できる懇談会や意向調査
④市議会のホームーページの充実や情報公開
⑤議員定数や報酬などの検討　　⑥その他

※ 問１は、性別と年令のため記載しておりません。

問12 市議会議員の報酬は
月額35万円ですが、
これについてどう
思いますか。

①このままでよい
②多いと思う
③少ないと思う

（単位:人）



福田小学校

【行財政改革の推進体制図】
【推進本部】

【
推
進
部
会
】

本部長：市　長

副本部長（推進部長）：副市長

行財政改革推進委員会

所管課または庁内プロジェクト等

教育長、理事、技監、企画部長、総務
部長、上下水道部長、病院事務局長

議会事務局長、市民安全部長、福祉
部長、地域整備部長、建設部長、
消防長、会計管理者、教育部長

諮問
(報告)

答申
(意見)
(提言)
(評価)
(検証)

《推進委員》
○地域代表：区長会、婦人会
　　　　　 消防団�
○経済関係：商工会、女性部�
　　　　　 小野加東ＪＣ
�　　　　 企業（2社）�
○学 識 者：兵庫教育大学
�　　　　 税理士�
○一般公募：2人
　　�　　　　　計12人

　
６
月
３
日
に
委
員
会
を
開
催

し
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

行
財
政
改
革
の
現
状
に
つ
い
て

　
平
成

１８
年
度
に
行
財
政
改
革

大
綱
を
策
定
し
、
大
綱
に
基
づ

い
た
改
革
を
推
進
し
て
き
た
が
、

第
一
次
取
り
組
み
期
間
が
終
了

し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
取
り

ま
と
め
公
表
す
る
と
の
説
明
を

受
け
た
。

◆
行
財
政
改
革
の
推
進
体
制

　
市
長
を
本
部
長
と
し
た
行
財

政
推
進
本
部
及
び
実
行
組
織
と

し
て
推
進
部
会
を
設
置
し
た
。

併
せ
て
、
市
民
等
か
ら
な
る
加

東
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

に
取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
、

評
価
・
検
証
を
受
け
る
と
と
も

に
、
意
見
・
提
言
を
求
め
た
。

◆
行
財
政
改
革
大
綱
の
構
成

　
加
東
市
行
財
政
改
革
大
綱
は
、

第
Ⅰ
部
を
本
文
、
第
Ⅱ
部
を
実

施
計
画
と
し
、「
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
に
位
置
付
け
て
い
る
。

◆
取
り
組
み
期
間

　
平
成

１８
年
度
か
ら
平
成

２１
年

度
ま
で
の
４
カ
年
。

◆
行
財
政
改
革
大
綱
の
概
要

　
第
Ⅰ
部
大
綱
で
は
、
行
財
政

改
革
を
推
進
し
て
い
く
上
で
基

本
と
な
る
３
つ
の
目
標
を
設
定

し
た
。

３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
状
況

①
し
っ
か
り
と
し
た
財
政
基
盤

の
確
立

　
平
成

２１
年
度
決
算
で
基
金
総

額
は
、
合
併
時
に
比
べ
約

２４
億

円
増
額
し
約

７０
億
円
、
そ
の
う

ち
財
政
調
整
基
金
は
約

３６
億
円

を
確
保
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
起
債
残
高
は
、
約

８５

億
円
減
額
し
約
４
２
０
億
円
と

な
っ
た
。

②
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た
組

織
・
職
員
づ
く
り
と
行
政
組
織

の
ス
リ
ム
化

　
平
成

２２
年
４
月
１
日
現
在
で
、

職
員
数
は
５
３
２
人
と
な
り
、

１５
％
（

９４
人
）
の
純
減
と
な
っ

た
。
職
員
数
は
、
近
隣
市
と
の

比
較
で
も
適
正
値
に
近
い
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
年
齢
各

層
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
職
員

数
に
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
。

　
福
祉
部
と
保
健
介
護
部
の
統

合
、
再
編

　
人
権
推
進
課
と
人
権
教
育
課
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
と
生
涯
学
習

課
、
窓
口
セ
ン
タ
ー
と
市
民
課
、

情
報
管
理
課
と
総
務
課
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
課
と
ケ
ア
ホ
ー
ム
か

と
う
等
の
統
合

　
課
の
新
設
…
子
育
て
支
援
課
、

保
険
・
医
療
課
、
建
設
総
務
課

の
設
置

③
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築

　
住
民
自
治
組
織
の
創
設
は
、

社
地
域
の
５
つ
の
小
学
校
区
と

滝
野
地
域
（
中
学
校
区
）
で
創

設
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
社
地
域

の
５
小
学
校
区
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
県
民
交
流
広
場
事
業
に
も
取

り
組
ま
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
市
民
の
意
見
や
提
言
を
市
の

政
策
形
成
に
反
映
す
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、「
加
東
市
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱
」

を
制
定
し
た
。

　
　
心
の
ケ
ア
の
必
要
な
職
員

は
い
る
の
か
。

　
　
長
期
休
暇
の
職
員
が
数
名

い
る
。
職
員
研
修
の
中
で
、
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
の
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。

　
　
専
門
性
の
高
い
職
員
の
中

途
採
用
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

３５
才
ま
で
の
職
員
の
採
用

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
消
防
団
の
集
約
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
分
団
の
合
併
も
今
後
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　
現
地
調
査

　
電
子
黒
板
機
能
付
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
の
活
用
に
つ
い
て
、
福

田
小
学
校
の
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

電
子
黒
板
機
能
付
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
の
整
備
に
つ
い
て

１
　
整
備
内
容

　
市
立
の
小
中
学
校
に
３
学
級

１
台
の
割
合
で

４６
台
を
配
置
し

た
。

２
　
導
入
の
効
果

《
児
童
・
生
徒
》

①
教
科
書
や
資
料
を
拡
大
し
て

映
し
た
り
、
画
面
に
書
き
込
み

が
可
能
な
た
め
、
授
業
の
内
容

が
よ
り
分
り
や
す
く
な
る
。

②
従
来
の
黒
板
や
紙
面
で
は
伝

え
に
く
か
っ
た
実
験
や
、
実
際

に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
現

象
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
一
層

理
解
が
深
ま
る
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
教
材

を
利
用
し
た
最
新
の
情
報
を
提

供
で
き
る
。

《
先
生
》

①
黒
板
に
書
く
・
消
す
・
資
料

を
貼
付
す
る
な
ど
の
作
業
が
速

く
、
子
ど
も
た
ち
の
視
線
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

効
率
的
に
授
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

②
作
成
し
た
資
料
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
お
け
ば
、
先
生
間
で
共

有
で
き
、
繰
り
返
し
の
利
用
も

可
能
と
な
る
な
ど
、
授
業
の
教

材
準
備
も
短
時
間
で
済
み
、
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
る
時
間
を
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
と
る
こ

と
が
で
き
る
。

１０加東市 議会だより Ｎｏ.１４

総
務
文
教
常
任
委
員
会

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】



一 般 質 問

滝野児童館の大型遊具

滝野中学校のオープンスクール

保健・福祉関連計画

１１ 加東市 議会だより Ｎｏ.１４

問答 独
自
の
子
育
て
支
援
施
策
等
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

藤
本
教
育
長
の

　
加
東
市
学
校
教
育
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

新
市
長
の

　
　
福
祉
行
政
に
対
す
る
所
信
を
問
う

長
谷
川
勝
己

小
紫 

泰
良

小
川 

忠
市

問答

問答

　
　
人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
、
経
済
、

産
業
、
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
地
方
自
治
体
間
の

人
口
格
差
も
次
第
に
拡
大
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　
市
長
の
所
信
表
明
で
「
移
住
、
定
住
の
取
り
組
み
や

交
流
人
口
の
増
加
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
雇

用
、
就
業
機
会
の
創
出
を
図
る
中
で
、
人
口
減
少
の
抑

止
に
努
め
て
い
き
た
い
。」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
に
加
え
早
急
に
加
東
市
独
自
の
子
育
て
支
援
等

で
人
口
増
加
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
人
口
の
増
加
と
い
う
捉
え
方
も
大
事
だ
と
思
っ
て

お
り
、
加
東
市
に
お
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
子
育
て
施

策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
で
さ
ら
に
周
知

に
努
め
て
い
く
。

　
今
年
度
は
私
立
保
育
所
４
園
の
増
設
へ
の
助
成
や
大

型
遊
具
を
利
用
し
た
「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」
の
雇
用
、

児
童
館
の
増
築
な
ど
子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
等
に
努

め
て
い
る
。
今
後
は
、
休
日
保
育
、
病
児
・
病
後
保
育

の
取
り
組
み
な
ど

保
育
の
充
実
や
情

報
提
供
と
し
て
外

出
支
援
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
こ
と
に

加
え
他
市
町
が
実

施
し
て
い
る
事
業

は
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

　
　
藤
本
教
育
長
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
加
東
市

の
学
校
教
育
を
進
め
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
、
生
き
る
自
分
へ
の
自
信
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
学
校
教
育
に
お
い
て
最
も
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
加
東
市
の
学
校
教
育
は
、
確
か
な
学
力
の
定
着
と
と

も
に
、
心
の
教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
、
生
き
る
こ
と

へ
の
希
望
に
満
ち
た
子
ど
も
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
ま
ず
、
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
わ
か
る
授
業
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
、
学

ぶ
こ
と
の
意
欲
と
自
信
を
深
め
さ
せ
る
。

　
次
に
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
仲
間
づ
く
り
に
努
め
、

問
題
行
動
を
未
然
に
防
ぎ
、
不
登
校
や
い
じ
め
を
出
さ

な
い
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。
子
ど
も
た
ち
の
視
点
に

立
っ
た
教
育
相
談
や
生
徒
指
導
の
充
実
に
努
め
る
。
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
に
応
じ
た
体
験
活
動
を
実

施
し
、
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
努
め
る
。
環
境
体
験

授
業
、
自
然
学
校
、

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ

ィ
ー
ク
な
ど
の
体

験
活
動
を
実
施
し
、

自
然
へ
の
畏
敬
の

念
や
共
に
生
き
る

心
、
自
主
自
立
の

心
を
育
ん
で
い
く
。

　
　
加
東
市
の
６５
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
、
２１
・
７
％

と
な
り
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
独
居
老

人
、
老
老
家
庭
、
認
知
症
高
齢
者
問
題
な
ど
高
齢
化
社

会
の
課
題
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

障
害
者
の
就
労
環
境
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

そ
の
家
族
も
自
身
の
高
齢
化
や
病
気
な
ど
将
来
に
多
く

の
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　
市
長
は
、
選
挙
公
約
で
「
健
や
か
で
、
心
が
ふ
れ
あ

う
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
ら
れ
た
が
、
高
齢

者
や
障
害
者
福
祉
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

で
取
り
組
む
の
か
。

　
　
高
齢
者
福
祉
は
、
地
域
福
祉
活
動
等
へ
の
社
会
参

加
や
世
代
間
交
流
な
ど
で
生
き
が
い
を
感
じ
て
も
ら
え

る
施
策
を
関
係
機
関
と
連
携
し
推
し
進
め
る
。
ま
た
、

地
域
の
福
祉
課
題
を
把
握
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者

の
生
活
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
図
る
。

　
障
害
者
の
就
労
支
援
と
し
て
は
、
相
談
を
受
け
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

就
労
支
援
に
結
び
つ
け
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

障
害
者
支
援
専
門
員
に
よ

る
支
援
や
関
係
機
関
へ
の

働
き
か
け
な
ど
を
継
続
し

て
関
わ
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
他
市
町
の
障
害
福
祉

担
当
課
な
ど
関
係
機
関
と

共
に
連
携
し
な
が
ら
雇
用

や
就
労
の
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。



東条東小学校のオープンスクール

滝野温泉「ぽかぽ」
「やしろ鴨川の郷」
東条温泉「とどろき荘」

※ 旧社・滝野地域の
　 市街化区域に限る。

都 市 計 画 税都 市 計 画 税都 市 計 画 税

１２加東市 議会だより Ｎｏ.１４

橋
本 

嘉
郎

問答問答

桑
村 

繁
則

地
域
全
体
で

　
　
　
　

ＣＯ２

削
減
を
め
ざ
す
街
づ
く
り
を

庁
舎
統
合
整
備
等
建
設
に
つ
い
て

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

問答問答

問答問答

　
　
加
東
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
事
業
仕
分
け
を

す
る
の
か
。

　
東
条
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
と
ど
ろ
き
荘
）、
や
し
ろ
鴨

川
の
郷
、
滝
野
交
流
保
養
館
（
ぽ
か
ぽ
）
の
運
営
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
本
格
導
入
に
よ
り
、

そ
の
有
効
性
を
十
分
見
極
め
、
内
部
業
務
評
価
と
事
業

仕
分
け
を
含
め
た
外
部
事
業
評
価
体
制
の
構
築
を
図
る
。

　
３
施
設
の
運
営
の
考
え
方
は
、
設
置
の
目
的
、
効
果
、

施
設
の
老
朽
化
、
将
来
負
担
等
、
指
定
管
理
者
制
度
を

含
め
た
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
予
防
接
種
法
の
対
象
と

な
る
疾
病
、
ワ
ク
チ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
国
の
動
向
、
県
内

の
情
勢
等
を
注
視
し
な
が
ら
適
切
に
判
断
す
る
。

　
　
庁
舎
の
再
編
統
合
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
新
庁
舎
建
設
の
候
補
地
と
し
て
、
旧
嬉

野
研
修
所
跡
の
県
有
地
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
住
民
の

多
様
な
意
見
を
聴
く
た
め
の
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

の
見
解
を
問
う
。

　
　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
、
庁
舎
統
合
整
備
等
検

討
委
員
会
、
議
会
の
庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会
の

提
言
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
な
う
こ
と
で
市
民

の
意
見
は
反
映
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
公
聴
会
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

　
　
３
月
議
会
で
の
議
会
答
弁
後
の
進
捗
状
況
と
税
を

撤
廃
す
る
考
え
は
無
い
か
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
税
率
改
正
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

２２
年
度
中
に
条

例
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
行
財
政
改
革
の
一

　
端
と
し
て
の
情
報

　
管
理
と
文
書
管
理

　
に
つ
い
て

□
市
営
住
宅
の
維
持

　
管
理
に
つ
い
て

□
公
共
交
通
に
つ
い

　
て

　
　
企
業
誘
致
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
東
条
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
の
産
業
用
地
は
、
分
譲
済
面
積
２７

・
９
ｈａ
（
４２
％
）、
残
地
分
３８
・
５
ｈａ
（
５８
％
）
の
空

き
地
が
あ
る
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
基
本
法
に
、
平
成
５０
年
度
ま
で

に
温
室
ガ
ス
削
減
目
標
は
、「
１
９
９
０
年
度
比
２５
％

削
減
」
が
決
定
し
て
い
る
が
、
温
暖
化
防
止
、
低
炭
素

に
関
連
す
る
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
関
連
企
業
１
１
２
社
、
植

物
バ
イ
オ
関
連
企
業

４８
社
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
発

信
し
て
市
独
自
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

何
社
か
あ
る
が
、
景
気
低
迷
の
中
、
前
に
進
ま
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
今
後
も
積
極
的
に
粘
り
強
く
誘
致
活

動
を
進
め
て
い
く
。

人
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
学
校
教
育
に
お
け
る
「
人
づ
く
り
」
に
つ
い
て
教

育
長
の
見
解
を
問

う
。

　
　
元
気
な
学
校
、

元
気
な
子
ど
も
を

育
て
る
。
さ
ら
に
、

教
職
員
に
つ
い
て

は
大
事
な
事
を
大

事
な
時
に
行
う
こ

と
を
求
め
て
い
き

た
い
。

磯
貝 

邦
夫



「東条産 山田錦」商標登録証

道の駅とうじょうに設置されているモニュメント

公用車

１３ 加東市 議会だより Ｎｏ.１４

道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
の
臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て

借
地
料
・
公
用
車
の
削
減
に
つ
い
て

問答問答

安
田
市
長
の
目
指
す

　
　
　
　
　
加
東
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

二
階 

一
夫

藤
原 

文
悟

上
月
　
清

問答

問答問答

　
　
道
の
駅
臨
時
駐
車
場
は
、
地
域
発
展
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
所
で
あ
り
、
道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
や
南
山
の
発

展
の
為
に
は
、
こ
の
土
地
を
今
、
購
入
す
べ
き
時
期
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
加
東
市
と
し
て
は
、
重
要
な
土
地
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
是
非
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

手
法
や
時
期
は
、
都
市
再
生
機
構
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

山
田
錦
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

　
　
山
田
錦
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
施

策
を
講
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
効
果
が
得

ら
れ
る
か
。
ま
た
、
商
標
登
録
が
で
き
て
い
る
「
東
条

産
山
田
錦
」
と
の
関
連
性
を
問
う
。

　
　
山
田
錦
の
ふ
る
里
と
し
て
「
東
条
産
山
田
錦
」
の

商
標
登
録
を
ひ
と
つ
の
好
機
と
捉
え
、
生
産
者
や
関
係

機
関
と
連
携
強
化
を
行
い
、
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
消
費

拡
大
に
努
め
た
い
。

　
　
安
田
市
長
は
、
前
山
本
市
長
の
施
政
路
線
を
継
承

し
て
加
東
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
市
長
が
目
指
し
て
い
る
市
の
将
来
像
や
市
の

特
色
を
ど
こ
に
出
す
の
か
。

　
　
３
つ
の
重
要
課
題
「
行
財
政
改
革
の
推
進
」「
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」「
産
業
基
盤
の
充
実
」
を
念

頭
に
お
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
課
題
を
共
有
し
、

各
施
策
の
有
効
性
を
判
断
し
な
が
ら
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
人
口
は
ま
ち
の
活
力
の
指
標
で
あ
り
、

人
口
減
少
へ
の
対
策
も
重
要
と
考
え
る
。
地
域
産
業
、

観
光
産
業
な
ど
の
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
産
業

全
体
の
活
性
化
を
図
り
、
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出
に

取
り
組
み
、
移
住
・
定
住
に
よ
る
人
口
減
少
の
抑
止
に

努
め
る
こ
と
が
財
政
運
営
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
で

き
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
。
多
く

の
方
々
に
こ
の
加
東
市
に
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
、
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
酒
米
山
田
錦
の

　
ブ
ラ
ン
ド
化
に

　
つ
い
て

□
道
の
駅
と
う
じ

　
ょ
う
の
活
性
化

　
に
つ
い
て

　
　
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
市
財
政
全
体
を
厳
し

く
見
直
す
と
と
も
に
事
業
仕
分
け
を
行
い
、
必
要
な
施

策
を
効
果
的
に
遂
行
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

公
用
地
借
地
料
、
公
用
車
の
削
減
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
公
用
地
借
地
料
に
つ
い
て
は
、
東
条
文
化
会
館
と

東
条
東
小
学
校
は
、

１０
％
減
額
し
た
。
ま
た
、
ケ
ア
ホ

ー
ム
か
と
う
は
、
用
地
買
収
交
渉
が
成
立
し
た
。

他
に
つ
い
て
は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
削
除
な
ど
を

行
な
っ
た
用
地
も
あ
り
、
今
後
、
誠
意
を
も
っ
て
交
渉

を
進
め
て
い
く
。

　
公
用
車
の
削
減
に
つ
い
て
は
１
５
３
台
か
ら
１
４
４

台
の
９
台
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
年
度
予
算
で
は
車

検
、
燃
料
費
、
保
険
代
、
修
理
費
を
含
め
約
４
１
３
万

円
の
減
額
を
予
定
し
て
い
る
。（
病
院
、
消
防
署
関
係

の
車
両
は
除
く
）

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

　
　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

子
育
て
世
代
の
経
済
状
況
、

雇
用
条
件
の
悪
化
で
恵
ま

れ
て
い
な
い
家
庭
が
多
い

中
、
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
を
求
む
。

　
　
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
は
、
多
額
の
財

源
が
必
要
と
な
る
た
め
、

優
先
順
位
を
決
め
実
現
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。



滝野南小学校のオープンスクール

中 新 池

加東市民病院

１４加東市 議会だより Ｎｏ.１４

丸
山 

武
彦

問答

井
上 

茂
和

旧
町
か
ら
の
継
続
案
件
と
仕
組
債
に
つ
い
て

加
東
市
民
病
院
の
対
応
に
つ
い
て

問答

問答

　
　
メ
デ
ィ
ア
の
進
歩
に
よ
る
弊
害
が
、
話
す
力
・
聞

く
力
・
対
話
す
る
力
の
低
下
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
将
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
達
の
た
め
に
は
、
対
話

力
を
作
り
出
す
事
に
よ
り
、
先
生
方
も
「
教
え
る
・
共

に
育
つ
」
の
精
神
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
多
様
な
人
々
と
「
か
か
わ
る
・
つ
な
が
る
」
事
の
実

感
が
で
き
、
人
を
尊
重
す
る
事
の
必
要
性
を
感
じ
取
れ

る
人
間
性
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
加
東
市
で
も
友
達
と
の
人
間
関
係
を
上
手
く
築
け

な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
。
言
語
活
動
の
充
実

は
各
教
科
を
貫
く
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
市
指
定
の
研

究
会
で
も
、
研
究
の
柱
と
し
て
思
い
を
表
現
し
、
考
え

を
深
め
合
う
授
業
の
創
造
に
努
め
て
い
る
。
今
年
は
教

師
と
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
の
た
め
に
、
モ

デ
ル
校
を
指
定
し
、
学
校
業
務
改
善
に
取
り
組
む
。「
人

は
人
に
よ
っ
て
人
と
な
る
」
の
言
葉
ど
お
り
、
人
は
人

と
の
か
か
わ
り
の

中
で
自
己
の
可
能

性
を
伸
ば
し
て
い

く
。

　
教
職
員
も
自
己

研
鑽
に
励
み
、
共

に
成
長
し
て
い
く

事
で
相
互
の
力
を

更
に
伸
ば
し
て
い

く
教
育
の
創
造
に

努
め
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
新
定
地
区
に
対
す
る
年
３
５
０
万
円
支
払
の
件
に

つ
い
て
は
、
監
査
請
求
が
提
出
さ
れ
、
未
執
行
で
既
に

４
年
が
経
過
し
て
お
り
処
理
す
べ
き
で
な
い
か
。

ま
た
、
山
国
地
区
中
新
池
の
賃
借
料
は
高
額
で
あ
り
、

減
額
若
し
く
は
、
買
取
り
交
渉
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
仕
組
債
に
よ
る
基
金
の
運
用
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
ロ
ー

リ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
３０
年
後
の
償
還
は
元
本
保
証
と
な

る
の
か
。
ま
た
、
朝
来
市
で
は
、
慎
重
さ
を
欠
く
公
金

運
用
だ
っ
た
と
し
て
い
る
が
ど
う
思
う
か
。
今
後
は
、

条
例
等
を
見
直
し
、
リ
ス
ク
の
高
い
運
用
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
新
定
地
区
に
対
し
既
に
相
当
な
負
担
を
し
て
い
る

協
定
書
は
、
違
法
性
が
払
拭
で
き
な
い
と
の
専
門
家
の

見
解
も
あ
り
、
こ
の
協
定
は
、
一
旦
こ
の
時
点
で
終
了

と
し
た
い
。

　
山
国
地
区
中
新
池
の
賃
借
料
の
減
額
及
び
買
取
り
は

拒
否
さ
れ
た
が
引
き
続
き
交
渉
を
続
け
る
。
ま
た
、
代

り
の
調
整
池
の
確
保
を
地
元
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　
仕
組
債
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
満
期
ま
で
支
払
い
準

備
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

今
後
は
、
朝
来
市
の

動
向
に
注
視
し
て
い

く
。
基
金
条
例
等
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、

公
金
の
管
理
及
び
運

用
に
関
す
る
基
準
を

見
直
し
、
透
明
性
を

高
め
、
よ
り
安
全
で

効
率
的
な
基
金
の
運

用
を
目
指
す
。

　
　
あ
る
患
者
さ
ん
は
、
平
成
２０
年
よ
り
現
在
ま
で
加

東
市
民
病
院
に
て
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
退

院
後
１０
日
余
り
で
容
態
が
悪
化
し
、
か
か
り
つ
け
の
加

東
市
民
病
院
に
救
急
要
請
を
し
た
が
「
受
け
入
れ
を
検

討
す
る
」
と
返
答
し
、
３０
分
以
上
経
過
後
、「
受
入
れ

拒
否
」
の
連
絡
を
受
け
、
急
遽
、
西
脇
市
民
病
院
へ
搬

送
と
な
り
、
結
果
、
そ
の
患
者
さ
ん
は
、
重
症
で
集
中

治
療
室
に
お
い
て
、
２０
日
余
り
意
識
混
沌
状
態
で
あ
っ

た
。
検
査
の
結
果
、
基
準
値
が
異
常
に
高
い
項
目
も
あ

り
、
加
東
市
民
病
院
入
院
時
に
適
正
、
適
切
な
検
査
・

治
療
を
受
け
て
い
た
の
か
疑
問
に
思
う
。
こ
の
様
な
事

例
を
も
と
に
、
か
か
り
つ
け
病
院
な
の
に
、
受
け
入
れ

可
否
の
返
答
に
３０
分
以
上
要
し
た
後
、
な
ぜ
拒
否
し
た

の
か
。
ま
た
、
退
院
前
に
十
分
な
検
査
を
行
っ
て
い
た

の
か
、
当
局
の
見
解
を
聞
く
。

　
　
診
療
時
間
外
で
専
門
の
医
師
が
不
在
で
あ
っ
た
た

め
、
入
院
拒
否
で
な
く
、
他
院
へ
の
搬
送
を
お
願
い
し

た
。
ま
た
、
担
当

の
医
師
か
ら
は
、

検
査
の
数
値
も
退

院
時
は
、
正
常
値

で
あ
っ
た
と
の
報

告
を
受
け
た
。

そ
の
他
の
質
問

□
市
長
の
所
信
表

　
明
に
つ
い
て
問

　
う

山
本 

通
廣

子
ど
も
た
ち
の

　
　
対
話
力
ア
ッ
プ
教
育
の
導
入
に
つ
い
て

その他に、松本 学議員、村岡 実議員が一般質問を行った。



メガソーラー

子宮頸がん検診パンフレットと無料券

議 員 研 修 会

１５ 加東市 議会だより Ｎｏ.１４

庁
舎
建
設
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
対
策
に
つ
い
て

問答問答

藤
尾
　
潔

問答

　
　
前
市
長
か
ら
の
引
き
継
ぎ
を
受
け
、
安
田
市
長
は

庁
舎
の
統
合
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
住
民
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
公
聴
会
的
な
も
の

を
開
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
今
年
度
は
、
庁
舎
統
合
の
基
本
計
画
を
ま
と
め
る

方
針
で
あ
る
。

　
基
本
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
住
民
の
意
見
を
聞
く
予
定
で
あ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
十
分
住
民
の
意
見
は
把
握
で

き
る
と
考
え
て
お
り
、
公
聴
会
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

環
境
に
配
慮
し
た
産
業
に
つ
い
て

　
　
国
で
も
、
環
境
に
関
連
し
た
産
業
に
は
財
政
が
厳

し
い
中
で
も
積
極
的
に
補
助
金
が
つ
い
て
お
り
、
太
陽

光
発
電
所
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
な
ど
は
淡
路
市
な
ど
で

誘
致
に
成
功
し
、
雇
用
・
税
収
面
で
の
効
果
が
見
込
ま

れ
る
。
加
東
市
で
も
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
太
陽
光
発
電
所
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
加

東
市
と
し
て
は
業
種

を
絞
り
込
む
よ
り
も

工
業
団
地
に
企
業
を

多
く
誘
致
し
よ
う
と

い
う
考
え
で
あ
る
が
、

太
陽
光
発
電
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
年
間
３
５
０
０
人
も
の
女
性
が
子
宮
頸
が
ん
で
死

亡
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
１
人
で
も
多
く
の
女
性

の
命
を
守
る
た
め
、
加
東
市
に
お
い
て
も
子
宮
頸
が
ん

の
発
生
を
「
ゼ
ロ
」
に
近
づ
け
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
対
す
る
助
成
制
度
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
検
診
で
が
ん
に
な
る
前
の
状
態
を
発
見
で
き
、

定
期
的
に
受
診
す
れ
ば
約
８０
％
の
確
率
で
予
防
可
能
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
事
業
の
継
続
・
啓
発
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の

動
向
、
県
内
の
情
勢
を
重
視
し
な
が
ら
、
適
切
に
判
断

し
て
い
く
。
ま
た
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
事
業
に
つ

い
て
は
、

２１
年
度
は
、
全
額
国
負
担
で
行
っ
て
い
た
が
、

２２
年
度
は
国
１
／
２
、
市
１
／
２
の
負
担
で
行
っ
て
い

る
。
今
後
３
年
程
度
事
業
が
継
続
さ
れ
る
と
予
測
す
る

が
確
約
は
な
い
。
無
料
検
診
は
、
受
診
率
の
向
上
な
ど

の
成
果
が
期
待
で

き
る
。
も
し
、
国

の
負
担
が
無
く
な

っ
て
も
、
市
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、

例
え
ば
今
の
５
歳

刻
み
を

１０
歳
刻
み

に
節
目
検
診
す
る

な
ど
、
市
独
自
の

助
成
を
検
討
し
て

い
る
。
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奨

犲犲犲犲羽
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　「
こ
の
度
、
第
二
代
加
東
市
長

と
し
て
市
政
の
舵
取
り
役
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

日
々
責
任
の
重
さ
を
強
く
感
じ
、

今
、
想
像
を
超
え
る
重
圧
と
緊
張

の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

様
に
お
応
え
す
る
べ
く
邁
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
私

の
率
直
な
気
持
ち
で
す
。」

　
５
月
１７日
の
第
２７
回
臨
時
会
の

冒
頭
に
安
田
新
市
長
の
所
信
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　「
市
政
の
継
承
を
掲
げ
な
が
ら

﹇
行
財
政
改
革
の
推
進
﹈﹇
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
﹈﹇
産
業
基

盤
の
充
実
﹈
の
三
つ
の
重
要
課
題

を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
た
、
ど
こ
よ
り
も
元
気
で

安
全
・
安
心
な
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
誠
心
誠

意
取
り
組
む
所
存
で
す
。」

　
副
市
長
、
教
育
長
も
決
ま
り
７

月
か
ら
の
新
た
な
人
事
も
決
定
し
、

い
よ
い
よ
安
田
丸
が
本
格
的
に
船

出
し
ま
し
た
。

　
合
併
後
５
年
目
を
迎
え
た
加
東

市
は
課
題
や
問
題
も
多
く
抱
え
て

お
り
、
新
市
長
の
手
腕
に
大
き
な

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
も
そ
れ
ら
の
課
題

や
問
題
を
直
視
し
、
共
に
考
え
議

論
を
重
ね
、
審
議
し
て
行
き
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
に
満
足
し
て
頂
く
こ

と
は
勿
論
、
多
く
の
方
々
に
「
加

東
に
住
み
た
い
」
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
目
指

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
回
、
議
会
基
本
条
例

策
定
の
た
め
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
多
く
の
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
に
対
し

て
も
、
数
々
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

や
記
事
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　（
Ｋ
・
Ｈ
）

詳しいことは８月２６日以降に議会事務局までお問い合わせください。
ホームページ

議会の傍聴に
お越しください。

９月定例会の予定　９月 １日（水）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　９月１４日（火）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　９月２４日（金）９時３０分　議案審議

h t t p : / /www . c i t y . k a t o . l g . j p 電子メール gik a i@c i t y . k a t o . l g . j p
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野
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委
　
員
　
橋
本
　
嘉
郎

　
　
　
　
　
　
藤
原
　
文
悟

　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
朗

　
　
　
　
　
　
小
紫
　
泰
良

　
　
　
　
　
　
小
川
　
忠
市

羽

　
今
号
よ
り
、
加
東
市
内

の
各
学
校
の
取
り
組
み
や

特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
加
東
市
立
社
中
学

校
で
す
。

　
本
校
は
、
昭
和
２２
年
に

戦
後
の
新
教
育
制
度
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
加
東
郡
社

町
立
社
中
学
校
が
母
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
４６

年
に
米
田
中
学
校
を
、
ま
た
、

昭
和
５３
年
に
福
田
、
三
草

の
両
中
学
校
を
統
合
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
発
足
以
来
「
人
間

開
眼
」
を
校
是
と
し
て
人

間
力
を
高
め
る
教
育
の
実

践
を
め
ざ
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
本
年
度
は
、『
向

上
心
』
自
己
実
現
へ
不
断

の
努
力
を
重
ね
る
生
徒
の

育
成
を
教
育
目
標
に
掲
げ

指
導
を
重
ね
て
い
ま
す
。

生
徒
の
自
覚
と
、
保
護
者

は
も
と
よ
り
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、「
さ

わ
や
か
な
挨
拶
」「
掃
除�

を
す
る
」「
時
間
を
守
る
」

生
徒
が
増
え
続
け
て
お
り
、

益
々
明
る
い
学
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
校
は
、
全
県
で

も
珍
し
い
８
コ
ー
ス
×
５０

ｍ
の
プ
ー
ル
を
は
じ
め
、

陸
上
競
技
の
３
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
、
８
面
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
、
恵
ま
れ
た

体
育
施
設
を
有
し
て
い
ま

す
。
連
日
、
校
内
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
部
活
動
に
い

そ
し
む
声
が
響
き
渡
る
、

元
気
の
あ
る
学
校
で
す
。

　
今
後
も
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
を
め
ざ
し
、

秩
序
あ
る
充
実
し
た
学
校

づ
く
り
と
伝
統
あ
る
校
風

づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

6月30日現在の生徒数6月30日現在の生徒数

1学年

男　子 女　子 合　計

75人 71人 146人

97人 72人 169人

75人 94人 169人

247人 237人 484人

2学年

3学年

合　計


